
６2022年（令和4年）5月31日（火曜日）（第三種郵便物認可）
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第1314号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
▽
日
程
　
６
月
３
日
（
金
）

午
前

時

　
▽
場
所
　
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

根
釧
圏
発
展
推
進

機
構
通
常
総
会

　
当
所
（
栗
林
定
正
会
頭
）
の
令
和
４
年
度
第
１
回
通
常
議
員
総
会
が

日
（
火
）
午
前

時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
委
任
状
を
含
む

人
の
役
員
・
議
員

が
出
席
し
た
。
総
会
の
議
案
審
議
で
は
、
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
事
業
報
告
と
収
支
決

算
報
告
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
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次回開催を受けてあいさつする梁瀬副会頭

日に開催した通常議員総会

鉄
道
輸
送
の
課
題
や
重
要
性
に
つ
い
て
講
演
す
る
篠
部
氏

あいさつする栗林会長

　
北
海
道
で
は
、
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
消
費
行
動
や
企
業
活

動
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

道
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

が
行
う
新
分
野
展
開
や
販
売
促

進
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
『
中
小
・
小
規

模
企
業
新
事
業
展
開
・
販
売
促

進
支
援
補
助
金
』
の
７
月

日

（
金
）
ま
で
公
募
を
し
て
い
ま

す
。

　
補
助
金
額
は
〝
新
事
業
展
開

枠
〞
で
最
大
１
０
０
万
円
（
補

助
率
２
／
３
）
、
〝
販
売
促
進

枠
〞
で
最
大

万
円
（
同
２
／

３
）
。

　
お
問
合
せ
は
中
小
・
小
規
模

企
業
新
事
業
展
開
・
販
売
促
進

支
援
補
助
金
事
務
局
０
１
１

（
８
０
４
）
２
３
８
５
ま
た
は
釧

路
総
合
振
興
局
商
工
労
働
観
光

課
０
１
５
４
（

）
９
１
８
１
。

新
事
業
・
販
売
促
進
に

北
海
道
補
助
金
を
公
募

　
当
所
運
輸
交
通
部
会
（
益
子

良
弘
部
会
長
）
は
、

日
（
火
）

午
後
２
時
よ
り
市
内
ホ
テ
ル
で

講
演
会
を
開
催
し
、
釧
路
食
料

基
地
構
想
協
議
会
の
会
員
も
含

め

人
が
出
席
し
た
。

　
本
講
演
は
、
貨
物
鉄
道
輸
送

の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
、
日
本
貨
物
鉄
道
㈱

（
＝
Ｊ
Ｒ
貨
物
）
執
行
役
員
経

営
統
括
本
部
副
本
部
長
の
篠
部

武
嗣
氏
を
講
師
に
「
北
海
道
〜

本
州
・
四
国
・
九
州
間
お
よ
び

北
海
道
内
の
貨
物
鉄
道
輸
送
の

重
要
性
と
解
決
す
べ
き
課
題
」

と
題
し
行
っ
た
。

　
講
演
で
篠
部
氏
は
、
貨
物
鉄

道
輸
送
が
全
国
や
北
海
道
に
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
、
地
域
産

業
の
下
支
え
や
生
活
物
資
供
給

の
ほ
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
災

害
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
対
応
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
「
こ
れ
ら
の
役
割
は

〝
つ
な
が
る
全
国
の
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
〞
が
維
持
さ
れ
、
中

長
距
離
輸
送
に
優
位
性
を
持
つ

鉄
道
輸
送
の
特
性
が
発
揮
さ
れ

て
は
じ
め
て
果
た
せ
る
」
と
し
、

加
え
て
災
害
な
ど
に
よ
る
輸
送

障
害
時
に
は
ト
ラ
ッ
ク
や
船
舶

な
ど
と
の
連
携
も
不
可
欠
と
提

言
し
た
。

　
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維
持

の
た
め
解
決
す
べ
き
課
題
に
つ

い
て
、
道
内
の
並
行
在
来
線
や

青
函
共
用
走
行
問
題
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
の
持
続
可
能
な
経
営
な
ど
を

挙
げ
「
各
輸
送
手
段
の
特
性
を

生
か
し
共
存
で
き
る
よ
う
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
や
新

技
術
の
活
用
を
含
め
た
関
係
者

と
の
協
働
し
た
取
り
組
み
が
重

要
」
と
強
調
し
た
。
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栗
林
会
頭
は
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
、
資
源
価
格
の
上
昇
や
円

安
基
調
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
な
ど
に
よ
る
地
域
経
済

へ
の
影
響
を
懸
念
し
「
こ
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
今
こ
そ
会
議

所
と
し
て
多
様
な
可
能
性
と
創

造
力
を
発
揮
し
、
活
動
を
展
開

す
べ
き
」
と
述
べ
た
。

　
続
け
て
「
コ
ロ
ナ
と
折
り
合

い
を
付
け
な
が
ら
、
経
済
活
動

を
推
し
進
め
、
地
域
経
済
の
回

復
・
正
常
化
、
会
員
企
業
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
会
議
所

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
役
割
で

あ
る
」
と
し
「
過
去
を
取
り
戻

す
の
で
は
な
く
、
強
く
豊
か
な

未
来
の
創
造
に
向
け
て
総
力
を

挙
げ
て
動
き
出
し
て
い
き
た

い
」
と
強
調
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
３
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
が

行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、
社
会
資
本

整
備
や
産
業
基
盤
の
充
実
な
ど

地
域
が
抱
え
る
懸
案
事
項
の
解

決
に
向
け
た
要
望
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
た
ほ
か
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し

て
は
、
各
種
支
援
策
の
周
知
や

資
金
繰
り
な
ど
の
経
営
相
談
に

対
応
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
地

域
経
済
の
振
興
策
と
し
て
『
釧

路
市
サ
ポ
ー
ト
商
品
券
』
、『
呑

ん
Ｄ
Ｅ
応
援
‼
チ
ア
チ
ケ
ッ

ト
』
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
、

個
人
消
費
の
促
進
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
企
業
の
人
材
育
成
や

雇
用
確
保
に
向
け
て
は
、
新
入

社
員
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
会
社
説

明
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
就
職

情
報
サ
イ
ト
『
は
た
ら
く
し
ろ

う
』
を
開
設
し
、
釧
路
の
企
業

の
魅
力
発
信
に
努
め
た
。

　
さ
ら
に
、
青
年
部
で
実
施
さ

れ
た
養
殖
事
業
の
調
査
研
究
や

『
く
し
ろ
ウ
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ク
』
、
『
釧
路
す
え
ひ
ろ
ヒ
ア

ガ
ー
デ
ン
』
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　
第
１
０
０
回
東
北
海
道
商
工

会
議
所
連
絡
協
議
会
（
会
長
・

舛
川
誠
北
見
商
工
会
議
所
会

頭
）
が
、

日
（
木
）
午
後
２

時

分
よ
り
美
幌
町
で
開
催
さ

れ
、
来
賓
を
は
じ
め
、
道
東
の

９
商
工
会
議
所
か
ら
合
わ
せ
て

人
が
出
席
し
た
。

　
同
協
議
会
は
道
東
の
９
会
議

所
（
釧
路
、
帯
広
、
北
見
、
網

走
、
根
室
、
紋
別
、
遠
軽
、
美

幌
、
留
辺
蘂
）
で
構
成
さ
れ
、

広
域
的
視
点
に
立
っ
た
要
望
活

動
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
は
じ
め
に
協
議
会
を
代
表
し

て
舛
川
会
長
よ
り
「
３
年
ぶ
り

に
協
議
会
が
無
事
開
催
で
き
大

変
嬉
し
く
思
う
。
本
日
の
協
議

会
で
は
、
各
地
よ
り
幅
広
い
テ

ー
マ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い

る
が
、
採
択
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
旭
川
市
で
の
全
道
大

会
に
当
協
議
会
の
総
意
と
し
て

提
案
す
る
と
共
に
、
緊
急
を
要

す
る
議
案
に
つ
い
て
は
関
係
機

関
に
対
し
て
、
道
東
９
つ
の
会

議
所
が
一
丸
と
な
っ
て
要
請
活

動
を
強
力
に
進
め
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
開
催
地
を
代
表
し

て
後
藤
哲
也
会
頭
（
美
幌
商
工

会
議
所
）
よ
り
「
各
地
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

の
早
期
正
常
化
に
向
け
、
地
域

経
済
団
体
と
し
て
商
工
会
議
所

の
役
割
を
再
認
識
し
活
動
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
本
日
の
こ
の
協
議
会
で
十

分
に
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
な
ど
に
続
い

て
議
事
に
入
り
、

件
の
議
案

の
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
全
て

の
議
案
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。

　
な
お
、
来
年
度
の
協
議
会
は

釧
路
市
で
の
開
催
と
な
り
、
梁

瀬
之
弘
当
所
副
会
頭
よ
り
次
回

開
催
地
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
参

加
を
呼
び
掛
け
た
。

　
釧
路
食
料
基
地
構
想
協
議
会

（
栗
林
定
正
会
長
）
の
通
常
総

会
を

日
（
水
）
午
後
２
時

分
よ
り
開
催
し
、
昨
年
度
の
事

業
・
決
算
報
告
、
今
年
度
の
事

業
計
画
案
・
予
算
案
な
ど
、
全

議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
当
協
議
会
は
、
釧
路
港
を
核

に
、
農
水
産
物
な
ど
豊
富
な
資

源
を
持
つ
釧
路
地
域
を
ひ
が
し

北
海
道
の
食
料
供
給
基
地
と
し

て
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
る
。

　
冒
頭
、
栗
林
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
今
般
の
情
勢
に
よ
る
農

水
産
物
へ
の
影
響
な
ど
に
触
れ

た
上
で
「
日
本
の
食
料
基
地
で

あ
る
北
海
道
の
担
い
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
。
当
地
域
と
し

て
も
困
難
な
状
況
で
も
チ
ャ
ン

ス
を
逃
さ
ず
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
度
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
実
施
で
き
な
か

っ
た
視
察
研
修
会
や
関
係
団
体

と
連
携
し
た
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
事
業
を
進
め
て
い
く
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
役
員
改
選
で
は
栗
林

会
長
を
含
め
、
現
役
員
が
留
任

と
な
っ
た
。


